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集

制

ン 行事
く本
町の

り

大
洗
町
の
恒
問
メ
イ
ン
行
事
の

つ
¥
芸
術
文
化
祭
と
商
工
産
業
察
ガ
菊

の
香
た
だ
よ
う
十
一
月
¥
「
文
化
の
巴
し

を
中
山
に
文
化
セ
ン
タ
ー
と
役
場
庁
香

前
広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
竹
自
自
を
迎
え
¥
益
々
盛

況
の
度
を
増
す
芸
術
文
化
祭
は
¥
展
示

と
発
表
の
部
に
別
れ
、
竹
丹
7
己
か
ら

4
日
間
同
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
に
は
書
道
を
は
じ
め
美
術

.
詩
歌
・
俳
句
・
写
真
・
い
け
ば
な
等

皆
さ
ん
の
力
作
ガ
勢
揃
い
し
¥
発
表
会

場
で
は
苦
楽
・
日
本
舞
踊
・
茶
会
・
民

一
諮
毘
顎
・
珍
一
詠
剣
詩
舞
等
ガ
華
や
か
に

披
露
さ
れ
ま
し
だ
ガ
¥
幼
い
子
供
力
ら

高
年
者
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

ガ
こ
の
一
年
間
の
努
力
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
¥
地
域
文
化
の
受
流
を

深
め
て
い
ま
し
だ
。

な
あ
¥
こ
の
期
間
参
観
さ
れ
だ
入
場

者
数
は
¥
農
示
会
一
二
一
¥
一
八
九
人
¥

発
表
会
二
¥
O六
三
入
、
合
計
一
五
¥
二

五
二
人
の
多
数
に
の
ぼ
り
¥
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
文
化
的
な
充
実
し
だ
催
し
と
な

り
ま
し
疋
。

商
工
産
業
察
は
竹
月
3
5
¥
抜
け
る

よ
う
に
澄
み
き
っ
だ
秋
空
の
下
で
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
¥
お
祭
り
広
場
で
は
農
産

物
・
水
産
物
の
即
売
¥
北
海
道
の
物
産

展
示
卸
売
¥
菓
子
類
の
製
造
販
売
¥
漬

け
物
・
か
ま
ぼ
こ
の
即
売
¥
各
覆
模
擬

居
¥
び
っ
く
り
市
な
ど
ガ
と
こ
ろ
せ
ま

し
と
テ
ン
ト
を
並
べ
大
類
わ
い
と
な
り

ま
し
疋
。

重
に
¥
広
場
の
特
設
舞
台
で
は
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
、
大
洗
高
板
マ
ー
チ
ン
ゲ
令
ハ

ン
ド
、
明
十
台
保
育
関
の
司
愛
い
鼓
茜
隊

等
の
演
奏
を
は
じ
め
ド
リ
i
ム
ガ
!
ん

ズ
に
よ
る
工
戸
己
ピ
ッ
ク
ス
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
沢
山
の
催
し
、
ガ
人
気
を
部

び
¥
終
日
多
く
の
人
々
を
集
め
て
い
ま

し
だ
。こ
の
ほ
か

¥
N
T
T電
話
コ
ナ
1

.
薬
と
躍
康
の
相
談
フ
工
戸
・
大
洗
く

ら
し
の
会
消
費
生
活
展
等
、
か
行
な
わ

れ
¥
お
祭
り
気
分
を
一
層
撮
り
上
げ
て

い
ま
し
だ
。

大
洗
町
秋
の
イ
ベ
ン
ト
¥
こ
の
臼
の

人
出
は
約
二
万
人
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す。

大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員
の
正
期
満
了
に
伴
う
選
挙

に
つ
い
て
は
¥
去
る
十
月
八
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
ガ
選

挙
に
よ
る
委
員
定
数
句
名
に
対
し
て
立
候
補
者
刊
名
で

定
数
を
超
え
な
い
だ
め
、
無
投
票
当
選
と
決
定
し
ま
し
だ
。

委
員
は
こ
の
ほ
か
に
、
選
正
に
よ
る
委
員
5
名
(
議

会
ガ
推
薦
し
た
学
識
経
験
者

4
名
、
農
業
協
同
組
合
推

薦
4
1
名
〉
ガ
加
わ
り
却
名
で
構
成
さ
れ
、
正
期
は
、
詔

和
六
十
三
年
十
一
月
一
一
日
ま
で
の
二
一
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。な
あ
¥
去
る
ム
i

…
時
五
自
に
は
改
選
後
の
初
総
会
、
ガ

開
か
れ
¥
決
の
よ
う
に
会
長
及
び
金
長
代
理
等
を
決
定

し
ま
し
だ
。

長

会
長
代
理

惣晴

深杉

茂山心

山作

氏氏

O
選
挙
に
よ
る
委
員
(
敬
称
略
)

深
作
惣
治
目
立
成
(
磯
浜
)

土
地
繁
雄
日
歳
(
磯
浜
)

莱

朕

保

男

約

歳

(

磯

浜

)

井

上

譲

閉

山

歳

(

神

山

)

茂

木

隆

樹

ω歳
(
大
賞
)

小
野
崎
総
一
日
歳
(
磯
浜
)

今

泉

喜

一

白

歳

(

成

自

)

関

正

日

歳

(

成

自

)

亀

山

清

的

歳

(

神

山

)

清

宮

正

日

歳

(

成

田

)

清

水

多

喜

臼

歳

(

磯

浜

)

関

一

也

日

歳

清

宮

宗

芳

ω歳

小
野
瀬
俊
市
部
歳

関
根
喜
衛
門
九
歳

。
選
任
に
よ
る
委
員

(
議
会
推
せ
ん
)

菅

涼

弥

日

歳

深

作

重

雄

的

歳

田
口
三
代
寿
以
山
歳

渡

辺

明

必

歳

(
農
協
推
せ
ん
)

杉

山

晴

茂

臼

歳

(
成
問
)

(
成
田
)

(
大
賞
)

(
大
賞
)

(
成
凶
)

(成
m国
)

(
磯
浜
)

(
大
雪
(
)

成
自



決 算 害真 翌年度へ
iZと;;: 計 名 最終予算額 歳 入 ω 歳 出(ち) 差 ヲi繰越すべ 実質収支

金 客真 収入率 金 害真 執行率 (t.j-(B) き財源

自民健康保検特別会計 1，221，041 1，200，366 98.3% 1，177，946 96.5% 22，420 22，420 

収益的 299，150 310，654 103.8 272，902 91.2 37，752 37，752 
水道事業会計

資本的 ((収入)) 66，529 
支出 134，106 71，407 107.3 106，617 79.5 ム35，210 ム35，210

収益的 ~収入)) 64，405 61，427 95.4 46，648 77.2 14，779 14，779 地方卸売市場冷凍 支出 60，456 

冷蔵事業会計
資本的 ((支収入出)) 

。
3，948 99.9 ム3，948 ム3，9483，949 

老人保健特別会計 817，830 692，074 84.6 691，125 84.5 949 949 

桜道土地匿画繋理事業会計 101，479 105，038 103.5 89，468 88.2 15，570 15，570 

公 平 委 異 ぷ三ス泳 5，374 5，871 109.2 4，879 90.8 992 9921 

サイクリングターミナル特別会計 18，720 18，591 99.3 17，487 93.4 1，104 1，104 

主
牟
建
設
事
業
(
一
般
金
一
計
)

(単位:千円)

第168号 (2)

O
統
合
保
育
所
建
設
事
業
:
-
j
i
-
-
-
一
五
六
、
九
八
五
千
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
八
六
八
・
三
ぽ

。
兎
泊
た
め
池
整
備
事
業
及
び

稲
荷
地
区
排
水
事
業
:
:
:
:
j
i
-
-
:
一
六
、
二

O
O千
円

稲
荷
地
区
排
水
路

Luuuun

一
四
九

m

兎
図
た
め
池
整
備

O
八
反
沼
地
一
弘
用
水
路
工
事
及
び

久
保
地
区
か
ん
が
い
排
水
工
事
:
:
:
・
:
一
一
一
、
七
回

O
千
円

八
反
団
地
底
用
水
路
工
事

L
I二
五

O
m

久
保
地
底
排
水
路
工
事

L
l
一
七
八

m

O
観
光
施
設
装
備
事
業
・

j
i
-
-
:
:
・:一

O
、

0
0
0子
円

観
光
案
内
板
設
差
及
び
歓
迎
塔
設
置

O
町
道
整
備
事
業
・
:
・
:
:
:
:
:
:
:
一
五
一
、
九
一
八
千
円

鋳
装
及
ぴ
排
水
溝
護
備
事
業

O
大
洗
港
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
:
一
七
一
一
一
、
二
八
六
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

O
五
反
団
地
区
整
備
事
業
:
:
:
:
:
:
:
一
一
一
、
九
五

O
千
円

五
反
回
地
区
一
事
業
計
画
委
託
料

O
公
園
整
備
事
業
:
:
:
:
:
j
j
i
-
-
:
:
・六、

0
0
0千
円

一
丁
白
公
属
整
備
事
業

O
都
市
下
水
路
整
備
事
業
:
:
:
:
:
:
:
・
一
二
五
、

O
九
二
千
円

第
一
排
水
路
整
備
及
び
第
一
都
市
下
水
路
整
備

O
桜
道
土
地
一
区
画
整
理
事
業
(
国
補
)
・
:
回
二
、

0
0
0千
円

桜
道
土
地
一
区
厨
整
理
事
業

O
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
:
:
:
・
一
一
三
一
一
一
、
九
八
五
千
円

第
一
一
様
中
層
耐
火
構
造
三
階
建
四
棟
二
四
一
戸
二
戸
大
九
・
五
四
百

O
防
災
無
線
設
置
事
業
:
j
i
-
-
:
五
、
五

O
O千
円

防
災
無
線
設
置
費
負
担
金

去
る
9
月
目
白
か
ら

9
月
お
日
ま
で
の

5
日
間
、

第

3
E大
洗
町
定
期
議
会
ガ
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

を
は
じ
め

7
つ
の
特
印
刷
会
計
を
舎
む
、
詔
和
問
年
度

の
決
算
、
ガ
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。

次
に
決
算
の
内
容
を
図
表
等
で
示
し
ま
し
だ
。

窃
b
m仰
隼
合
出
自
国

A

開
国
民
年
金
が
す
べ
て
の
人
に
共

通
の
恭
礎
年
金
に
変
わ
る
よ
、
つ
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か

答
従
来
の
国
民
年
金
は
、
農
業
・

漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
と

そ
の
家
族
の
方
が
二

O
歳
か
ら
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
は
、

淳
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
奥
様
(
専
業
主

婦
)
も
新
国
民
年
金
に
強
制
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
分
名
義
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。つ
ま
り
、
新
し
い
国
民
年
金
で
は

ニ
O
歳
以
上
六

O
歳
未
満
の
厚
生
年

金
保
険
な
ど
の
加
入
者
と
そ
の
奥
様

も
含
め
て
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、

全
国
民
に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給

し
よ
う
と
す
る
制
度
に
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
に
お
い
て
、
ム
ハ

O
歳
以
上
の
人
(
大

正
十
五
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
た
人
)

や
、
す
で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

今
ま
で
通
り
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
年

金
額
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
物
価
が
上
が
れ
ば
年
金
額

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

一一

O
歳
以
上
六

O
歳
未
満
の
方
で
、

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の

さ
い
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
て
よ
り
高
い
年
金

額
を
受
け
る
よ
、
7
に
し
ま
し
ょ
、
7
。

千円 % 
32，843 (0.8) 

40，923 (1.1) 

21，561 (0.6) 

4，331 (0.1) 

10，366 (0.2) 

2，386 (0.1) 

487 一一一
43，349 (1.1) 

2，220 (0.1) 

24，800 (0.6) 

25，837 (0.7) 

160，476 (4，2) 

千円 % 
54，630 (1.4) 

20，469 (0.6) 

41，489 (1. 0) 

28，221 (0.7) 

129，145 (3.4) 

地方議与税

娯楽施設手IJ用税交付金

自動車取得税交付金

交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄納金

繰入金

諸収入

繰越金

分担金及び負担金

財産収入

寄約金

諸収入

渠支出金

L、らあ

特別会計の決算状況

お

入〕

間

六

O
歳
以
上
の
方
も
国
民
年
金
方
に
は
次
の
よ
う
な
方
が
お
り
ま
す
。

に
任
意
加
入
で
き
る
そ
う
で
す
が
、

ω日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
ニ

O
歳
以

他
に
任
意
加
入
で
き
る
方
に
は
ど
ん
よ
の
昼
間
部
の
学
生

な
方
が
い
ま
す
か

'ω厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
老
齢
(
退
職
)

答
国
民
年
金
は
、
従
来
二

O
歳
以
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、

上
六

O
歳
未
満
の
方
が
加
入
し
て
、
六
十
五
歳
未
満
の
方

保
険
料
を
二
十
五
年
以
上
(
年
齢
に

ω日
本
国
内
に
住
所
の
な
い
ニ

O
歳
以

よ
り
一

O
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
上
六
十
五
歳
未
満
の
日
本
国
民

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
納
め
ら
れ
た
(
い
わ
ゆ
る
海
外
在
住
の
方
)

期
間
に
よ
り
六
十
五
歳
(
六

O
歳
か

ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
白
か
ら
の

新
し
い
自
民
年
金
に
お
い
て
は
、
六

O
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
も
希

望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
老
齢
年
金
を
受
け

る
期
間
が
不
足
し
て
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
方
で
も
、
ム
ハ

O
歳
か
ら
加
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
老
齢
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

他
に
、
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る

お

〔歳

統
合
保
育
所
建
設
事
業
及
び
老
人
居
室
整
備
事
業
、
障
害

者
住
宅
整
備
士
争
業
は
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
、
第
一
排
水

路
繋
備
事
業
及
び
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
は
簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
積
立
金
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

内千
ハ
判。。一
n，
L

λ
竺

F
0

・

'
q
L
 

内

4
u
r
f

、

ハ汐費会議

金
円
ハ
刷

出
千
切

士
主
川
山

L

諸

点

(

n
t
 
au 

o大洗町財政調整基金
(現金)"，・H ・H ・H ・"""283，144千円

。大洗町土地開発基金

(不動産)一....・H ・....…"15，456千円

(現金)""・H ・"…"，・ H ・"5，642千円

。大洗町運動公関建設基金

(現金).…"…・."・H ・"'56，481千円

。大洗町国民年金印紙購入基金

(現金)…......・H ・-……2，500子円

。大洗町非常勤消防団員に係る公務災害補償金

及び退職報償金支給基金

(現金)".・H ・-…H ・H ・""'1，000千円

。大洗町無線放送更新薬金

(現金)…………………6，440千円

。大洗町教育振興基金

(現金)………".・H ・-…3，393千円

。大洗町社会福祉基金

(現金)…………………4，513千円

金
(昭和59年度末)

60歳以上
回歳未満

土木費

8自6，493千円
(23.4%) 

昭和60年12月1EI 

出}

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
の
皆
さ
ん

現
況
届
は
も
う
出
し
ま
し
だ
か

〔歳



らあおお 昭和60年12月1S L、

本
年
2
月
、
当
町
の
若
手
経
済
人
を

軸
と
し
て
前
途
有
為
な
青
年
の
皆
さ
ん

逮
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
、
大
洗
青
年
会

議
所
(
米
川
敏
文
理
事
長
・
会
員

η
名
)

で
は
、
去
る
6
月
お
臼
に
社
団
法
人
目

このだびの叙勲で当町から機浜

匂の関野さんと大賞切の潜水さん

が栄えある叙勲を受けられましだ。

お二方のこの栄誉は私達郷土の諮

りでもあり、衷lωより叡惹とお祝
いを申し上げ、併せて今後益々の

ご活躍を期待して.Ltみません。

の 叙

関野資農夫民に勲五等瑞宝章

清水喜兵縄民iこ勲六等瑞宝章

峨-朔

(3)第168号

昭和60年

本
青
年
会
議
所
(
全
国
市
会
議
所
・
会

員
6
万
名
)
へ
の
加
入
認
承
を
受
け
、

全
国
の
青
年
会
議
所
運
動
の
一
翼
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
記

念
し
て
過
臼
、
大
洗
青
年
会
議
所
認
承

関
野
資
農
夫
(
七
六
)
氏

大
洗
町
磯
浜
町
八
八
一
一
番
地

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
関
野
資
農
夫
さ
ん
が
、
そ

の
ご
功
績
に
よ
り
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ

瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
喜
兵
衛
(
六
七
)
氏

大
洗
町
大
貫
町
三
五
二
番
地

永
年
、
郷
土
を
災
害
か
ら
護
る
第
一

線
の
「
防
人
」
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
、

証
伝
達
式
を
中
心
に
一
連
の
記
念
事
業

を
盛
大
に
展
開
し
ま
し
た
。

先
ず
前
段
と
し
て
、
夢
の
あ
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
大
洗
の
未
来
を
考
え

よ
う
、
と
、
叩
月
四
日
出
午
後
2
時
か

ら
「
地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。こ
れ
に
は
、
茨
城
大
学
の
帯
万
教
授

や
竹
内
町
長
等
町
の
有
識
者
と
数
十
名

の
町
民
の
皆
き
ん
が
参
加
し
ま
し
た

が
、
活
発
な
意
見
交
換
等
に
よ
り
議
り

上
が
り
を
み
せ
、
有
意
義
な
討
論
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
叩
月
幻
自
帥
に
は
メ
イ
ン

行
事
で
あ
る
認
承
証
伝
達
式
記
念
式
典

が
ロ
時
却
分
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
で
盛
大
に
開
か
れ
、
引
き
続
き
記

念
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
加

さ
れ
た
約
酬
名
の
青
年
会
議
所
の
皆
さ

ん
に
葉
梨
・
額
翼
・
岩
上
衆
参
議
員
、

竹
内
県
知
事
、
小
橋
旧
派
議
、
竹
内
町
長

関
野
さ
ん
は
昭
和
8
年
満
洲
国
に
奉

職
さ
れ
、
終
戦
に
よ
り
帰
国
後
引
き
続

き
昭
和
幻
年
茨
城
県
庁
に
奉
職
・
昭
和

日
目
年
茨
城
県
参
事
兼
公
営
事
業
所
長
を

最
後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
弘
年
間
、

地
方
行
政
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
そ
の

功
緩
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
特
に
、
税
政
面
で
は
戦
後
の
混
乱
期

当
時
多
数
の
主
要
税
自
が
国
税
か
ら
移

譲
さ
れ
、
地
方
税
の
独
立
性
が
確
保
さ

れ
た
変
革
期
、
次
い
で
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

に
基
く
地
方
税
の
大
改
正
時
、
更
に
は

景
気
好
転
後
の
経
済
成
長
期
に
、
東
茨

清
水
喜
兵
衛
さ
ん
が
そ
の
ご
功
緩
に
よ

り
、
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝
章
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
昭
和
日
年
、
加
歳
で
当

時
の
大
賞
町
消
防
組
に
入
組
し
て
以

来
、
昭
和
田
年
、
大
洗
町
消
訪
問
分
団

長
と
し
て
退
団
さ
れ
る
ま
で
、
戦
前
戦

後
を
通
じ
て
笑
に
幼
年
に
一
旦
り
消
訪
一

筋
に
献
身
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
問
、
一
二
度
の
出
征
を
は
さ
み
、

消
防
組
、
警
防
団
、
消
防
聞
の
各
団
員
・

班
長
・
部
長
・
副
分
団
長
・
分
団
長
を

等
来
賓
関
係
者
約
別
名
が
加
わ
り
厳
粛

に
行
な
わ
れ
、
式
典
終
了
後
、
社
会
評

論
家
の
俵
靖
子
先
生
の
「
子
ど
も
は
未

来
か
ら
の
留
学
生
L

と
題
す
る
記
念
講

演
会
に
移
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
更
に
一
般
の
聴
衆
も
参

加
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
深
ま
り
ゆ
く

秋
の
ひ
と
と
き
を
壌
能
し
て
い
ま
し

た。

城
地
方
事
務
所
税
務
課
長
、
水
一
戸
支
庁

税
務
課
長
、
水
一
戸
県
税
事
務
所
長
の
要

職
を
一
栓
任
さ
れ
、
税
収
の
確
保
、
合
理

化
、
能
率
化
を
図
り
、
税
収
伸
長
に
大

き
な
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
問
、
町
村
合
併
促
進
時
に
は
地
方

事
務
所
総
務
謀
長
と
し
て
、
第
一
線
機

間
に
あ
っ
て
日
夜
合
併
促
進
に
意
を
注

が
れ
、
公
営
事
業
所
長
時
代
に
は
公
営
側

企
業
を
通
じ
て
県
収
入
確
保
に
貢
献
さ
倒

れ

ま

し

た

。

蜘

今
回
、
そ
の
ご
功
績
が
国
の
認
め
る
附

と
こ
ろ
と
な
り
叙
勲
と
な
っ
た
も
の
で

す。歴
任
さ
れ
、
消
防
組
織
の
強
化
確
立
、

消
防
施
設
の
繋
備
、
消
防
教
養
訓
練
に

お
け
る
団
員
の
指
導
等
に
尽
力
さ
れ
、

ま
た
、
災
害
現
場
で
は
身
を
挺
し
て
陣

頭
に
立
ち
、
適
切
な
対
応
と
臨
機
応
変

の
指
揮
等
に
よ
り
大
事
を
防
ぎ
、
そ
の

功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
茨
城
県
知
事
表

彰
を
は
じ
め
、
各
種
表
彰
を
受
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
ご
功
績
が
国
の
認
め
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
叙
勲
の
栄
誉
に
浴
さ

れ
た
わ
け
で
す
。

;室

チ璽
旦島 問

i年
ブ会
べ議
yレ月号
のか
予ら
ゼ
ン
ト

役
場
庁
舎
前
広
場
に
チ

ュ
ー
ブ
ベ
ル
(
写
真
)
が

設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
。

こ
れ
は
今
年
で
創
立
却

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
室
蘭

青
年
会
議
所
(
J
・
C
)
が

初
周
年
記
念
と
し
て
2
基

作
製
し
、
-
袋
一
を
室
蘭
市

入
江
町
の
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
設
置
し
、

他
の
1
基
を
姉
妹
J
-
C
で
あ
る
大
洗

青
年
会
議
所

(
J
-
C
)
に
姉
妹
J
-
C

締
結
記
念
と
フ
ェ
リ
ー
就
航
記
念
を
兼

ね
て
贈
呈
き
れ
た
も
の
で
す
。

大
洗
青
年
会
議
所
で
は
設
置
さ
れ
た

チ
ュ
ー
ブ
ベ
ル
を
早
速
、
大
洗
町
に
寄

|全畠本菊花連盟全国宅配

野 J慨に輝く
関野茂穂さん

婚
し
ま
L
た
。
チ
ュ
ー
ブ
ベ
ル
は
日
の

音
階
を
も
っ
鐘
楽
器
で
も
あ
り
、
過
日

室
蘭
市
よ
り
贈
ら
れ
た
記
念
樹
木
の
エ

ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
と
共
に
、
両
市
町
の
友

好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
永
く
町
民
に
親

し
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

去
る
日
月
刊
日
か
ら
第
幻
回
全
日
本

菊
花
連
盟
全
国
大
会
が
水
戸
市
水
府
町

の
水
戸
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
最
高
の
菊
花
に
贈
ら

れ
る
高
松
宮
妃
殿
下
杯
賞
・
ゴ
ー
ル
デ

ン
リ
ボ
ン
賞
は
大
洗
町
成
田
町
一
七
一
一

番
地
・
岡
野
茂
穂
さ
ん
の
頭
上
に
輝
き

ま
し
た
。
こ
の
競
技
会
は
全
国
唯
一
の
大
会
で

今
年
の
大
会
に
は
全
国
か

ら
千
五
百
人
の
菊
花
愛
好

者
が
各
部
門
に
五
千
点
の

作
品
を
出
点
し
、
こ
の
中

か
ら
ダ
ル
マ
作
り
部
門
で

三
つ
の
白
い
大
輸
を
咲
か

せ
た
岡
野
き
ん
の
出
点
作

品
「
兼
六
白
菊
」
が
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

岡
野
さ
ん
は
菊
づ
く
り
を
初
め
て
六

年
目
と
日
は
浅
い
の
で
す
が
、
一
昨
年

の
農
林
大
臣
賞
に
続
い
て
の
大
賞
に
、

お
り
か
ら
大
洗
町
で
も
菊
花
愛
好
者
に

よ
る
菊
花
展
が
開
催
中
と
あ
っ
て
、
関

係
者
も
岡
野
さ
ん
の
大
賞
は
会
員
遠
の

励
み
に
な
る
と
大
喜
び
で
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑩ 

康

の

潜

曲

先
日
、
一
斉
に
町
の
成
人
病
健
診

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
尿
の
潜
血
が
陽
性

で
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。
と
云

わ
れ
た
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
ど
う
云
う
こ
と
か
全
く
判
ら

な
い
人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

尿
の
な
か
に
出
品
が
混
じ
る
場
合
、

肉
践
で
判
る
も
の
を
血
尿
と
云
い
、

検
査
で
判
る
も
の
を
潜
血
帥
と
云
い

ま
す
。潜
血
は
一
応
常
で
出
る
時
も
た
ま
に

は
あ
り
ま
す
。
又
、
い
ろ
い
ろ
の
病

気
の
前
ぶ
れ
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ロ
イ
マ
チ
ス
、
白
血
病
、

定害時健康診断

(左俣1J・カップを抱く向野さん)

第
日
回
大
洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ

i
ル

秋
季
大
会
(
金
井
勇
男
会
長
)
が
9
月

3
a
i
日
月
幻
自
ま
で
の
川
崎
日
間
を
会

期
に
開
催
さ
れ
、
山
試
合
と
い
う
数
多

く
の
試
合
が
早
朝
の
磯
小
・
一
中
グ
ラ

ン
ド
を
利
用
し
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

A
リ
!
グ
で
は
加
部
東

冷
凍
、

B
リ
i
グ
で
は
新
友
会
が
優
勝

の
栄
冠
を
か
ち
と
り
、
去
る
日
月
5
日

に
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
す
で
に
、
春
・
秋
日
回

を
数
え
町
内
泣
チ
i
ム
が
出
場
し
、

A
-

B
両
リ

i
グ
に
わ
か
れ
、
総
当
り
制
で

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
も
A

リ
i
グ
・

B
リ
i
グ
下
位
3
チ
!
ム
が

入
れ
替
わ
り
、
次
期
へ
の
興
味
を
加
え

て
い
ま
す
。

A
り
l
グ

優

勝
準
優
勝

3

位

4

位" 
加
部
東
冷
凍

田

山

石

油

磯

ぶ

し

亭

第

一

分

間

サ

ザ

ナ

ミ

ト
エ
ン
テ
イ
ク
ラ
ブ

5
勝
5
敗

9
勝

1
敗

7
勝

3
欺

6
勝
4
敗

5
勝

5
敗

5
勝

5
敗

7 9 
B 

6 5 4 3準優リ 11

" f憂 I " 
位位位位 位位位位勝勝グ位

8 11 10 9 

イ}L

券

会
共

栄

会

松

の

木

三

勝

建

設

東

宏

会

4
勝
6
敗

4
勝
6
敗

イ1l.

4
勝
6
敗

4
勝
6
数

2
勝
8
敗

新

友

会

東
光
ク
ラ
ブ

白

鷺

会

モ
ン
ス
タ

i
ズ

サ
ク
ラ
ク
ラ
ブ

ア

メ

ザ

ワ

ユ
ニ
オ
ン
ズ

滝
口
ク
ラ
ブ

新

和

会

通

り

町

大
洗
町
役
場

9
勝
1
数

7
勝

3
欺

7
勝
3
数

7
勝
3
致

6
臨
時

4
歎

4
緋

6
歎

4
勝
6
敗

5
勝
5
敗

3
勝

7
敗

2
勝
8
敗

1
勝

9
敗
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曜量 曜霊

場日

所時
青
色
申
告
決
算
指
導
説
明
会

ロ
丹
叩
自
(
火
)
午
後
一
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
大
会
議
室
)

昭
和
自
年
大
洗
町
成
人
式
に
つ
い
て

年
末
@
年
始
の
ご
み
@
不
撚
物
故
集

業
務
に
つ
い
て
(
お
知
ら
せ
)

年
末
ロ
月
白
日
(
火
)
・
:
明
神
町
・
来

光
ム
口
・
一
丁
目
・
二
了
間
口
・
祝
町
・

大
賞
町
・
夏
海
・
松
川

O
も
、
え
な
い
ご
み
(
不
燃
物
)

最
終
日
ロ
月
出
日
(
土
)
:
・
全
町
内

O
年
始
1
月
6
日
(
月
)
:
・
平
常
通
り

。
焼
却
場
へ
の
持
込
(
搬
入
)
期
日
及

ぴ
時
間

年
末
ロ
月
乱
日
(
火
)
午
後
3
時
ま
で

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
大
洗
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
側
五

O
八
九
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

第168号 (4)

来
春
開
催
い
た
し
ま
す
大
洗
町
成
人

式
の
該
当
者
は
、
昭
和
的
年
4
月
2
8

か
ら
昭
和
叫
年
4
月
1
日
の
間
に
出
生

さ
れ
た
方
で
す
。

現
在
、
釘
外
へ
転
出
(
専
門
学
校
・

大
学
進
学
・
就
職
等
)
さ
れ
て
い
る
方

で
、
当
町
の
成
人
式
に
出
席
し
た
い
方

ら

今
年
も
・
い
よ
い
よ
蹄
走
に
入
り
ま
し

た
。
日
頃
皆
様
に
は
清
掃
業
務
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

き
て
年
末
・
年
始
の
ご
み
・
不
燃
物

収
集
業
務
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。
ご
み
収
集
業
務

O
も
、
え
る
ご
み

年
末
臼
月
初
日
(
月
)
・
:
永
釘
・
髭
釜
・

金
沢
町
・
新
町
・
通
り
町
・
仲
町

税
だ
よ
H
V

お

は
、
来
た
る
ロ
月
刊
日
(
火
)
ま
で
に
、

大
洗
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
(
電

話

側

2
4
1
1
)
ま
で
ご
連
絡
下
さ

な
お
、
成
人
式
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)

は
成
人
該
当
者
あ
て
に
送
付
い
た
し
ま

す。

支
払
調
書
の
提
出
は

1
月
泊
目
ま
で

給
料
・
報
酬
・
料
金
・
利
子
・
配
当
は
、
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
を

な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払
先
の
住
所
・
作
成
し
、
昭
和
臼
年
1
月
白
日
ま
で
に

氏
名
・
支
払
金
額
な
ど
記
載
し
た
書
類
・
す
べ
て
の
受
給
者
に
交
付
す
る
と
と
も

(
支
払
調
書
と
い
い
ま
す
。
)
を
税
務
署
に
、
ニ
疋
金
額
以
上
の
受
給
者
の
も
の

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
を
税
務
箸
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

こ
の
支
払
調
書
は
、
そ
の
年
中
の
支
い
ま
す
。

払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
も
の
ま
た
、
問
時
に
複
写
作
成
さ
れ
る

で
提
出
期
限
は
利
子
・
配
当
な
ど
一
部
「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、
支
払
金
額

の
も
の
を
除
き
、
翌
年
の
1
月
出
B
と
に
か
か
わ
り
な
く
す
べ
て
の
も
の
を
受

な

っ

て

い

ま

す

。

給

者

の

昭

和

白

年

1
月
1
日
現
在
の
住

支
払
謂
書
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
所
地
の
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
皆
さ
ん
の
多
く
が
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
忠
わ
れ

O
報
酬
・
料
金
。
契
約
金
及
び
賞
金
の

る
支
払
調
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
払
調
書

O
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
業
と
給
与
支
外
交
員
・
集
金
人
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

払

報

告

書

手

等

へ

の

報

酬

で

一

定

金

額

以

上

の

も

の

。

昭
和
的
年
中
に
俸
給
・
給
料
・
賃
金
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務

な
ど
の
給
与
等
を
支
払
っ
た
場
合
に
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お昭和田年12月1日

J多

で

大
洗
町
体
育
協
会
の
、
主
催
に
よ
り
、

ス
キ

i
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

@
期
日
昭
和
六
十
一
年
一
四
月
二
十
四

日
(
金
)
1
二
十
七
日
(
月
)

車
中
一
泊
・
民
宿
二
泊

傘
場
所
山
形
県
蔵
王
ス
キ
l
場

感

人

員

四

十

名

⑧
参
加
費
二
万
四
千
円

融
噛
乗
物
貸
切
パ
ス
利
用

@
指
道
官
輿
全
日
本
ス
キ

i
連
防
鼎
公
認

指
導
員

@
申
込
〆
切
昭
和
六
十
年
十
二
月
二

十
五
日
な
お
、
定
員
に

会
達
す
れ
ば
期
限
前
で
も
〆

切
り
ま
す
。

⑧
申
込
方
法
予
約
金
四
千
円
を
添
え

て
、
期
限
ま
で
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

⑧
申
込
先
@
問
い
合
せ
先

O

い
そ
や
(
明
神
町
宮
下
)

電

話

六

六

一

ニ

0
0

0
魚
政
(
明
神
町
)

電

話

六

七

ニ

七

O
五

O
天
野
洋
服
庖
(
新
町
)

電
話
六
七
ニ
二
一
一
一
一
六

木
(
役
場
出
納
室
)

電

話

六

七

五

二

一

内
線
七
五

。
鈴

一
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大洗町における交通事故の発生状況分行事予定警護

一
式

ン
一
名
一
勝

セ
一
一
別

仕
一
事
長

文
一
一
出

洗
一
俊
一
都

大
田
一
一
ご

(60.10月現在)

数i~ 増前年同期年本
~ 

骨内事催開催場所

ステージ f車用
ホ ノレリハサノレ案

ホール

際始時間

18: 00-
9 : 00-

13: 30-

開催日

12月68ω
12月 7白色)

12月86(日)

式彰苦主

1 (16) 4 (63) 5 ( 79) 発生件数
反核・平和コンサート

o ( 1) o ( 0) o ( 数者死所得税苦手色申告決算委作成等の説明会

民謡磯節認定会

E主議会
一
会

大青色申告決算説明会

磯節認定会

12月10日(必 13: 00-

6 (48) 4 (79) 10 (127) 負傷者数
{ 
E 
Z乞議大9 : 00-12月156(日)

※( )内は累計を示す。

“毎月T臼|ま主主通安全の日"‘あなだが築く突通安全"

豆芝
ニむ議h. ;r;; 大i巣立大洗高等学校会議9 : 00-12月19日附

自動車道転免許所有者で更新のための講潔会

盟T 名 金額 llfJ名 金額 町名 金額 昭和60年度 llfJ 名 金額 町名 金額 町 名 金額

明 1 19，000 祝 4 19，300 永 6 15，450 寺 7 8，800 原研(独) 6，525 矢 場 8，400 

明 2 22，500 祝 5 18，300 刀く 7 11，800 寺 8 ヨ，600 東北大祭 4，800 子 ず石 5，000 

明 3の上 14，000 ネ児 6 3，300 万t 8 11，650 王子 9 9，200 神 山 8，600 松)11報留 7，200 

明 3の下 13，000 祝 7 6，800 方t 9 14，800 寺 10 8，500 JII ロ 5，200 松JII第一 7，200 

司耳 4 10，000 祝 8 8，000 永 10 31，900 中間報告(11月 1日現在) ミ手 11 16，000 荒 谷 12，900 松川中部 7，500 

司月 5 22，800 松ケ丘 1 14，600 君主 11 15，000 

2事 83警盛盤器開
ミ手 12 8，000 j兵 欠 4，000 松JII共励 5，200 

明 6 16，300 松ケ丘 2 18，400 舟t 12 14，000 舟 2の 1 14，500 古 宿 18，100 松JII第二 7，200 
明 7 18，500 通 l 8，500 刀t 13 32，000 舟 2の 2 7，500 上 宿 11，700 大谷川 5，600 

明 8の l 12，800 通 2 16，600 永 14 21，200 協力地藍一覧 舟 2の3 9，900 中 宿 13，600 成 回 5，600 

明 8の 2 12，000 通 3 10，800 永 15の l 25，300 舟 3 12，400 下 宿 13，000 

時耳 9 11，100 新 lの l 9，600 永 15の 2 14，800 
おのと りグ〉

舟 4 8，400 

明 10 10，000 新 lの 2 5，400 永 16の 1 24，000 
カミ

蔵 l 16，100 昭和60年度日本赤十字社員特別社費
明日の 1 33，020 新 2の 1 7，000 永 16の 2 17，100 り たま 会長町内 こ 八コ すま みな 毎年 はじ 今年も 蔵 2 17，000 

明日の 2 35，300 新 2の 2 4，600 永 16の3 22，800 tまも t もL 凶がき目会長 ま 蔵 3 9，600 
大洗ゴルフクラブ 10，000 

東光台 37，200 新 3の l 7，500 舟t 17 14，000 のひ一、んり 蔵 4 11，320 
側月 の井酒造 1苫 5，000 

1の 1上 22，200 新 3の 2 20，900 霊E 2 16，300 とし、 きと五 11 に f赤 上 1 7，500 
大 洗 1毎 岸 病 i涜 10，000 
動力炉核燃料開発事業団大洗工学センター 10，000 

lの 1下 16，400 新 4 8，400 主色 3 14，000 か f各立 にが現協きた 上 2 8，800 側 浜 勘 商 庖 10，000 
1 の 2 19，400 新 5 18，000 長色 4 16，300 

主詩ら型主iの 町内 集まり 在で い 1ん主じ出
上 3 9，000 (硲 間 女~了 運 送 30，000 

l の 3 11 ，000 新 5の l 12，200 fG 5 12，200 
深の はた

中 1 15，000 大洗ノマ クホテル 5，000 
l の 5 8，000 新 5の 2 10，000 重E 6 17，400 いいみま宇土だ 中 2 15，000 日本核燃料開発附 10，000 

汐見ヶ丘 10，000 新 5の 3 16，400 主E 7 14，000 
たごなし費いて し重一 ~t 1 15，000 カ ~p 7)( JiE 附 5，000 

2 の l 23，100 新 6 10，800 主色 8 12，000 し努きたーてE ~t 2 9，300 大洗シーサイドホテル 10，000 

2σ) 2 26，000 新 7の 1 10，000 童三 9 13，200 
て ま。てお

i菊 l 7，000 茨交大洗ホ ア /レ 10，000 

2 (1) 3 31，300 新 7の 2 5，700 重言 10の 1 28，400 
寺ね手 は れ号草書

F街 2 23，200 陶 浜 若手 商 底 30，000 

f中 1 6，800 新 7の 3 13，200 髭 10の 2 28，700 角 l 15，500 +足 間 7)( 産 (械 10，000 

{中 2 16，000 新 8 9，500 髭 11の 1 27，350 
手てご おな窓表口宇費土こる ど れこ

角 2 20，000 守榊 力日 音見 東 」合 ィ東 10，000 

{中 3 19，900 新 9 18，300 髭 11の 2 22，000 協下カ動現運在 、のの と 数多く ら 角 3の 1 9，600 情) 丸
藤 オく 産 30，000 

未とごに のの 寿 ~ 1奄 (機 10，000 
金 1 12，000 新 10 8，700 重言 12 13，200 

さ 理整おり 協カ なつの助援ネ費は土
角 3の2 10，300 

会 2 9，900 新 11 8，500 童三 13 7，300 角 4 8，200 
(有)山本環境衛生設備 5，000 
策 京日 3，000 

金 4 14，900 新 12 8，000 寺 l 13，200 る期間中 のでをて赤 角 5 17，300 

主 町内すいお事十守業二青少
E主 7G 7告 3，000 

金 5 15，200 刀t l 14，300 寺 2 9，600 つ fこり 角 6 10，100 野 手 3日j 3，000 
キ兄 1 30，400 2 11，900 寺 3 11，000 

長手が 在宅 ZE 災 前 1 9，300 篠 JJR j原 量島 3，000 
t:R. 2 (1) 1 14，400 方t 3 9，200 寺 4 6，400 

いの若干あ た に健害
前 2 16，000 海 野 E自3 30，000 

干兄 2(1)2 12，900 永 4 8，000 寺 5 7，500 前 3 13，400 沼 箆之助 10，000 

十兄 3 13，300 永 5 19，500 寺 6 9，600 申し重でり 悶内T 使わ 身 原研(住) 13，500 小野瀬 喜 品法 10，000 

室議会大運転免許証更新時講習会9 : 00-12月初日幽


